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【１．構想区域のグランドデザイン】 
 新城市民病院を中核として当医療圏の医療機関同士及び隣接する東三河南部医療圏と
の連携を強化し、機能分化を図ることで限られた医療資源を効率よく活用し、地域医療の
充実を図る。 

 
【２．現状と課題】 
① 構想区域の現状及び課題（課題が生じている背景等を記載） 

 当医療圏は広大な面積を有する一方で医療機関が少なく、また、山間部に位置するため
交通手段も限られることから地域住民の医療へのアクセスに支障が生じている。 

また、当医療圏は少子高齢化や人口減少等の理由により、病床過剰地域となっている
が、現状の医療機能は限定的で、多くの患者が隣接医療圏に流出している。特に救急医療
については地理的に離れた病院、場合によっては医療圏外の病院まで搬送せざるを得ない
状況にある。 
 また、当医療圏の中核病院である新城市民病院の再整備が検討されている。 

 
② これまでの地域医療構想の取組について 

当医療圏では、地域医療構想への取組のために、平成 28 年度から東三河北部構想区域
地域医療構想推進委員会を設置した。この委員会において、非稼働病棟を有する医療機関
や不足する病床機能など、医療圏内の諸問題への対応について様々な議論を行ってきた。 

これら一連の議論を通じて、不足していた回復期病床への病床機能の転換、非稼働病棟
の削減、病院や療養病床の介護医療院への転換など、様々な課題を着実に解決してきた。 

また、へき地の公立病院の廃止に際しては、病院から有床診療所、無床診療所と段階を
経て縮小するなど、へき地医療が維持されるよう最大限取り組んできた。 
 以上のように、着実に地域医療構想を深化させてきたが、当医療圏単独では医療機能は
限定的であり、隣接する医療圏、特に東三河南部医療圏によって不足する医療機能が補完
されている状況が長年にわたり続いている。このため、令和５年度から東三河医療圏合同
会議を設置・開催し、医療機関同士の連携強化や機能分化について協議を進めている。 

 
③ 地域医療構想の進捗状況の検証方法（地域医療構想調整会議の進め方やデータの分析方
法等） 

 病院及び有床診療所に対して病床機能報告を求め、地域医療構想推進委員会において
その結果を情報提供するとともに、当医療圏における必要な医療機能等について検討を
行っている。 

また、地域医療構想推進委員会において非稼働病棟を有する医療機関に対して現状と
今後の対応方針について報告を求めている。 

 



④ 地域の医療機関、患者、住民等に対する周知方法（地域医療構想に係る取組内容、進捗
状況の検証結果等） 

 地域医療構想推進委員会の議事録及び会議資料を新城保健所ホームページ上で公開し
ている。 

 
 
⑤ 各時点の機能別病床数 

 2015 年病床
数 

2023 年度病
床 機 能 報 告
（A） 

2025 年の予
定 病 床 数
（B）※ 

2025 年の病
床 数 の 必 要
量（C） 

差 し 引 き
（C）―（A） 

差 し 引 き
（C）―（B） 

高度急性期   ０   ０   ０  １９  １９  １９ 
急性期 ２２５ １１８ １１８ １０３ △１５ △１５ 
回復期  １３  ６１  ８７  ７０   ９ △１７ 
慢性期 ２５５ １００ １００  ７５ △２５ △２５ 
休棟等  ３４  ２６   ０   ０ △２６   ０ 

※病床機能報告における「2025 年 7 月 1 日時点における病床の整備の予定」として報告さ
れた病床数の合計又は各医療機関における対応方針の予定病床数の合計 
 
【３.今後の対応方針※２を踏まえた具体的な方針について記載】 
① 構想区域における対応方針 

 当医療圏の中核病院である新城市民病院の再整備が検討されていることから、地域医
療構想推進委員会においても新城市民病院の再整備について議論していく。 

また、当医療圏で不足している医療機能を担っている東三河南部医療圏との連携を強
化するとともに当医療圏内での機能分化の検討を進める。 

 
 
② 「①構想区域における対応方針」を達成するための取組 

 地域医療構想推進委員会において、新城市民病院の再整備に伴い整備が必要な医療機
能等について検討する。 

また、DPC データ等により、当医療圏の住民等の、東三河医療圏の病院における入院・
退院状況を調査・分析し、当医療圏において必要となる医療機能を検討する。 

 
③ 必要量との乖離に対する取組 

 再整備が予定されている新城市民病院の今後担うべき役割・機能について、必要に応じ
て地域医療構想推進委員会にて取上げて検討していく。 
 また、東三河南部医療圏との連携強化及び機能分化について検討していく。 



 
【４.具体的な計画】※【３.今後の対応方針】を踏まえた具体的な工程等について記載 

 取組内容 到達目標 
2024 年度 新城市民病院の再整備について検

討する。 
また、東三河医療圏合同会議をとお

して東三河北部医療圏と東三河南部
医療圏の連携を強化する。 

地域医療構想推進委員会等を活
用して新城市民病院の再整備計画
の進捗状況を把握しつつ今後の在
り方について検討していく。 

また、東三河医療圏全体の現状
と課題について把握・情報共有し、
共通認識をもつ。 

2025 年度 新城市民病院の再整備について検
討する。 

また、東三河医療圏合同会議をとお
して東三河北部医療圏と東三河南部
医療圏の連携を強化する。 

地域医療構想推進委員会等を活
用して新城市民病院の再整備計画
の進捗状況を把握しつつ今後の在
り方について検討していく。 

また、東三河医療圏全体の現状
と課題について把握・情報共有し、
共通認識をもつ。 

 


